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小平 美智雄
（市民連合）

綱河 秀二
（公明党）

馬上 剛
（自民党）

ここがききたい!　一般質問

　
　

現
在
の
複
雑
な
バ
ス
運

賃
体
制
や
、
前
乗
り
前
降
り

の
乗
降
方
法
は
、
利
用
者
の

負
担
感
が
大
き
く
、
利
用
者

が
減
少
す
る
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
近
年
増
加
し

て
い
る
自
動
車
運
転
免
許
証

返
納
者
へ
の
移
動
支
援
の
あ

り
方
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
公
共

交
通
の
再
編
や
I
C
カ
ー
ド

の
導
入
を
契
機
に
、
乗
り
継

ぎ
を
含
め
た
市
内
移
動
の
上

限
運
賃
制
の
導
入
や
、
利
用

料
金
の
簡
素
化
、
交
通
弱
者

に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
の

あ
り
方
な
ど
、
公
共
交
通
利

用
者
の
負
担
軽
減
策
を
早
急

に
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

公
共
交
通
利
用
者
の

負
担
軽
減
策
を

問

ま
で
、
障
が
い
者
の
自
立
や

生
活
保
護
受
給
者
の
経
済
的

負
担
軽
減
な
ど
、
目
的
に
応

じ
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

運
賃
体
系
の
見
直
し
や
、

交
通
弱
者
へ
の
支
援
は
、
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
、
現
在
、
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
全
体
の
充
実
と
併

せ
て
、
上
限
運
賃
の
設
定
や

乗
り
継
ぎ
割
引
な
ど
の
負
担

軽
減
策
に
つ
い
て
、
交
通
事

業
者
と
と
も
に
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
31
年
度
に

予
定
し
て
い
る
I
C
カ
ー
ド

の
バ
ス
へ
の

先
行
導
入
と

併
せ
た
実
施

に
向
け
、
具

体
化
を
図
っ

て
い
く
。

　
　

公
共
交
通
利
用
者
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
形
成
②
宇
都
宮
駅
東
口
地

区
整
備
事
業
を
契
機
と
し
た

M
I
C
E
の
強
化
③
ワ
ク
チ
ン
の
不

足
す
る
予
防
接
種
へ
の
対
応
④
子

ど
も・
子
育
て
支
援
⑤
L
R
T
沿
線

の
低
炭
素
化
⑥
歴
史
文
化
基
本
構

想
の
具
現
化
⑦
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り

　
　

23
年
に
成
立
し
た
改
正

障
害
者
基
本
法
に
お
い
て
、

手
話
を
含
む
意
思
疎
通
の
手

段
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
よ
う
規
定
さ
れ
た

が
、
手
話
へ
の
理
解
の
拡
が

り
は
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。

　
一
方
、
手
話
言
語
条
例
に

つ
い
て
は
、
既
に
全
国
108
自

治
体
、
中
核
市
で
は
8
市
で

制
定
済
み
で
あ
る
。
ま
た
、

県
内
で
は
、
日
光
市
が
30
年

4
月
施
行
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

聴
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
、

手
話
は
極
め
て
重
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
。

手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
す

る
た
め
、
関
係
団
体
・
機
関

と
の
勉
強
会
を
設
置
す
る
な

ど
、
条
例
の
制
定
に
向
け

て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

手
話
言
語
条
例
制
定

で
手
話
の
普
及
を

問

　
　

市
と
し
て
も
、
手
話
は

大
切
な
言
語
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
や
通
訳
者
の
派
遣
の

利
用
方
法
の
拡
充
な
ど
の
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

　

手
話
の
普
及
や
理
解
促
進

が
な
さ
れ
、
手
話
が
用
い
ら

れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
国
で
手
話
言
語
法
を

制
定
し
、
全
国
的
な
取
り
組

み
と
し
て
推
進
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
た

め
、
国
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
聴
覚
障
が

い
者
団
体
な
ど
と
の
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
条
例
に

つ
い
て
の
検
討
も
含
め
、
市

民
へ
の
手

話
の
普
及

や
障
が
い

に
対
す
る

理
解
促
進

に
取
り
組

ん
で
い
く
。

答そ
の
他
の
質
問
項
目

①
L
R
T
事
業
の
市
民
理
解
の
促

進
②
観
光
客
の
誘
客
促
進
③
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
・
教
職
員
の

負
担
軽
減
④
公
立
夜
間
中
学
校
の

設
置

　
　

自
由
民
主
党
議
員
会
は
、

３０
年
度
予
算
に
対
す
る
要
望

書
を
市
長
に
提
出
し
た
。
要

望
書
で
は
、
子
育
て
環
境
の

充
実
や
企
業
誘
致
、
L
R
T

の
宇
都
宮
駅
西
側
延
伸
な
ど

の
最
重
点
要
望
を
掲
げ
た
。

　

要
望
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る

成
長
と
分
配
、
持
続
可
能
な

好
循
環
都
市
う
つ
の
み
や
、

と
い
う
都
市
像
を
実
現
さ
せ

る
に
は
、
中
長
期
を
見
据
え

た
行
政
改
革
、
限
ら
れ
た
財

源
の
有
効
活
用
、
国
の
支
援

制
度
の
積
極
的
活
用
を
徹
底

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
予
算
化
要
望
に
対

す
る
考
え
方
を
聞
く
。

持
続
可
能
な
好
循
環

都
市
へ　

予
算
化
要

望
に
対
す
る
考
え
は

問

な
る
の
で
、
そ
の
着
実
な
実

現
を
図
る
と
と
も
に
、
持
続

可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
に

向
け
、
施
策
、
事
業
の
優
先

化
、
重
点
化
や
財
源
確
保
の

徹
底
、
さ
ら
に
は
、
行
財
政

改
革
の
徹
底
を
基
本
方
針
に

定
め
、
編
成
作
業
を
進
め
て

い
る
。

　

30
年
度
当
初
予
算
で
は
、

要
望
を
ふ
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
人
づ
く
り
や
、

経
済
の
活
性
化
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形

成
な
ど
将
来
に
わ
た
り
成
長

力
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の

施
策
、
事
業
に
優
先
化
、
重

点
化
を
図
り
、

活
力
あ
る
都

市
の
実
現
に

向
け
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　

30
年
度
当
初
予
算
は
、

策
定
中
の
第
6
次
総
合
計
画

に
お
け
る
初
年
度
の
予
算
と

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
低
未
利
用
地
の
有
効
活
用
に
よ
る

中
心
市
街
地
活
性
化
②
公
有
財
産

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
③
個
人
住
民

税
の
税
収
確
保
の
た
め
の
適
正
課
税

④
市
民
の
健
康
づ
く
り
⑤
L
R
T
事

業
⑥
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
⑦
第
2
次
宇
都
宮
市
学

校
教
育
推
進
計
画
⑧
歴
史
文
化
基

本
構
想
の
策
定
と
日
本
遺
産
申
請

▲福祉の祭典での手話体験の様子

▲交通 ICカードの導入例（広島電鉄㈱）


